
 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能性を伸ばしていく考え方         校 長 本 田 明 路 

 

 

 

 

 

 鷹栖町立鷹栖中学校 学校だより 令和７年３月25日 第12号 

◇校  訓「響（ひびき）～自分の心に みんなの心に～」 
◇教育目標「自立 持続 感動」 
◇重点目標「主体的に学び、判断し、表現できる生徒の育成」 

  TEL：87-2008  FAX：87-2104  MAIL：takachu@takasucho.ed.jp   

三寒四温の言葉にある通り、気温の変化が激しい日々が続いていますが、日差しも和らぎ、そこは

かとなく春の気分が漂う日が増えて、確実に季節は移り変わろうとしています。早いもので、本年度

も終わりを迎えました。 

この一年、保護者や地域の皆様には、本校に対する温かい御支援・御協力をいただきましたことを、

心より感謝申し上げます。お陰様で生徒一人一人は、それぞれの進んでいく道に向かって確実に成長

しています。 

さて今回は、『可能性を伸ばしていく考え方』について紹介いたします。アメリカスタンフォード大

学の心理学教授のキャロル・ドゥエック氏によると、「自分の能力についてどう考えるか」では、2つ

のタイプに分かれるそうです。 

1つは「人間の能力は生まれつきのもので、努力しても限界がある」と考えるタイプで、“硬直マイ

ンド”と呼び、もう一つは「人間の能力は意志と努力の力によって変えられる」と考えるタイプで、“し

なやかマインド”と呼ぶそうです。 

この2つのタイプを比較してみると、“硬直マインド”の人は、まわりの人に「よく見せたい」、自分

の能力を周囲に証明したいと思う傾向があるので「恥をかくから、失敗したくない」と考え、「難しい

こと、困難なことはやりたがらない」と行動にブレーキをかけてしまうそうです。一方、“しなやかマ

インド”の人は、能力は努力によって伸ばすことができると考え、成長することを目的に努力するの

で、例え失敗してもそれを成長へのチャンスと捉え、「次こそは・・・」と新たに挑戦しようとするそ

うです。 

心理学の先生によると、小学生は“しなやかマインド”が多いのですが、中学校1年生の頃から“硬

直マインド”が急増するそうです。原因としては、周りの人の影響で、「そんなの無理だよ」「夢みたい

なことを言っているんじゃない」という声に対して、自分自身で「やっぱりそうだよな、無理だよな」

と思い込んでしまい、制限をかけてしまうからだそうです。自分の可能性や能力を削ってしまうのか、

伸ばしていくのかは、自分の考え方次第だと言うことです。 

1，2年生の皆さんは、それぞれが進級し、自分自身を成長させる大きなチャンスです。考え方ひと

つでこれからの人生が大きく変わります。自分の中に根拠のない限界をつくらず、自分の夢や目標に

向かって努力してほしいと願っています。 

 

第42回卒業証書授与式への思い 
３月14日（金）、52名の卒業生に卒業証書を手渡しました。卒業生は義務教育修了にふさわしい

凜とした態度で式に臨んでいました。授与の際、一人一人にかけた「おめでとう」の言葉に生徒は、

証書を受けとる指先の力強さや熱い眼差しを私に返してくれました。私は、52 名すべての生徒が立

派に鷹栖中学校を卒業し、社会に羽ばたいていくことを確信しました。 

そんな第42回卒業証書授与式でした。 

これまで、卒業生や学校に対し、御理解と御協力をいただきましたすべての方々に感謝とお礼を申

し上げます。大変ありがとうございました。 



３／１９(水)に令和７年度前期生徒会役

員選挙が行われ、役員が決まりました。

生徒会長 ２年Ａ組 木下 逸稀さん

副会長 ２年Ｂ組 四十川 惺太さん

２年Ｂ組 戸叶 希乃さん

書記 １年Ａ組 辻本 大斗さん

１年Ｂ組 田中 咲帆さん

会計 １年Ａ組 谷口 恋音さん

１年Ｂ組 大内 崇佑さん

７日(月)着任式・始業式・入学式

８日(火)対面式・補助教材販売

１１日(金)全学年学力テスト

１４日(月)全校集会・認証式、職員会議

3年生徒質問紙・理科調査

１５日(火)鷹栖町教研総会(午前授業)

１６日(水)参観日、二計測・視力検査

1.3年聴力検査

１７日(木)３年全国学力学習状況調査

1.2年標準学力検査

１８日(金)内科検診(３年)・尿検査

常任委員会

２１日(月)全学年二者懇談(～３０日)

２２日(火)２年内科検診

２３日(水)１年内科検診

２５日(金)１年知能検査

２９日(火)昭和の日

３０日(水)１年心電図検査

３月１４日(金)、卒業証書授与式が執り行われました。谷町長をはじめ、多くの来賓に

参列いただき、厳粛かつ和やかな雰囲気

で行われました。別れの集いの中では卒

業生がひな壇に立ち、感謝や新たな決意

を込めて「正解」を歌いました。みなさ

んのご支援により、大変素晴らしい式と

なりました。

３／１３(木)、同窓会入会式を行いまし
た。鷹栖中学校同窓会長の木下忠行様から
記念品として『卒業証書ホルダー』が贈呈
されました。
令和６年度で、鷹栖中学校の卒業生は、

3,450名となりました
《第42期生の幹事》
Ａ組：石川 大翔さん・山内 大吾さん
Ｂ組：秋元 就哉さん・原田 蓮斗さん

３／１０(月)に、「人間関係を問い直しを

探求しよう！」をテーマに、Soi lUの宮坂

舞花さんによる講話を行いました。

内容は「境界線」や「コミュニケーショ

ン」等から、狭義の「性」ではなく、広義

の「生」についてのお話でした。他者の心

身の特質を互いに理解し、人格を尊重する

心情や態度を育てるため、グループワーク

による対話からの気づきを大切にした授業

となりました。

３／２０(木)に

出発しました。

２９日(土)に帰

着します。

＊ 鷹 栖 中 生 徒

は７名です。


